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■所在地
　〒940-8621新潟県長岡市旭岡1丁目24番地
■ホームページ
　https://www.tatikawa.or.jp
■従業員数
　1,884人（令和7年5月1日現在）
■病院
　立川綜合病院
　悠遊健康村病院
　柏崎厚生病院
■透析
　腎センター（立川綜合病院内）
■検査・ドック
　たちかわ総合健診センター
　（立川綜合病院内）
■介護老人保健施設
　悠遊苑
　米山爽風苑
■訪問看護ステーション
　たちかわ訪問看護ステーション（悠遊健康村病院内）
　よねやま訪問看護ステーション（柏崎厚生病院内）
■グループホーム
　晴遊庵
　米山五楽庵
■支援センター
　居宅介護支援事業所　悠遊苑
　柏崎市東地域包括支援センター
■指定障害福祉サービス・地域生活支援
　社会福祉法人 晴真会 指定障害福祉サービス事業所 米山自在館
　茨内地域生活支援センター
■学校
　医療法人立川メディカルセンター附属 晴麗看護学校
　学校法人 晴陵医療学園 晴陵リハビリテーション学院
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 令和6年度実績  沿革
■1日平均外来患者数／882.6名

■年間手術件数／3,502件

■年間出産件数／745件

■総外来患者数／215,963名

■総入院患者数／8,996名

■病床稼働率／66.9％

■平均在院日数／13.8日

■救急外来患者数／9,619名

■救急車搬送件数／4,410件

■麻酔科管理件数／2,264件

■剖検件数／2件

■開設者／社会医療法人 立川メディカルセンター 理事長　吉井 新平

■院長／岡部 正明

■標榜診療科目／内分泌内科、精神科、神経内科、呼吸器内科、

　消化器内科、循環器内科、小児科、耳鼻咽喉科、形成外科、外科、

　消化器外科、整形外科、心臓血管外科、脳神経外科、呼吸器外科、

　麻酔科、血液内科、眼科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、緩和ケア内科、

　放射線診断科、リハビリテーション科、歯科口腔外科、放射線科、

　放射線治療科、病理診断科、腎臓内科、腎臓外科

■病床数／431床

■医師数／常勤86名　歯科2名　非常勤6.9名

■救急告知病院の指定／有

■研修指定／厚生労働省臨床研修指定病院（医科・歯科）

　　　　　　外国医師臨床修練指定施設

昭和31年 8月 医療法人 立川病院 開設

昭和43年 7月 新館竣工 心臓血圧センター 開設
 （現循環器・脳血管センター）

昭和51年 3月 中越診療所 開設

昭和56年 4月 立川綜合病院 新築移転（423床）

昭和60年 1月 中越診療所（中越腎センター）新築移転

平成 6 年 6月 立川綜合病院新館 完成（南館）

平成 7 年 4月 100床増床（529床）

平成20年 2月 許可病床数481床に変更

平成28年11月 立川綜合病院 新築移転（481床）

令和 3 年 4月 呼吸器センター開設

（日本医療機能評価機構 3rd Generation Version 2.0 一般病院2）

 主な機器・設備
現代医療のニーズに的確に対応した医療機器・設備を積極的に導入しています。

■CT／3台　（320列マルチスライス、80列マルチスライス、16列マルチスライス）

■MRI／2台　（3テスラ、1.5テスラ）

■リニアック／1台

■RI／2台　（3検出器、2検出器）

■アンギオ装置バイプレーン　（ハイブリッド手術室1台含む）／3台

■超音波検査装置／38台

■自動注射払出装置／1台

■手術室9室（ハイブリッド手術室1室含む）

■ICU／8床　MICU／8床

■外来化学療法室／14床

■地上6階建（柱鉄筋コンクリート、梁鉄骨、免震構造）

■屋上ヘリポート（耐荷重7トン）

■日本内科学会認定医制度教育病院

■日本消化器内視鏡学会専門医制度指導施設

■日本消化器病学会専門医制度認定施設

■新潟県肝疾患診療協力指定病院

■日本呼吸器学会認定施設

■日本脳卒中学会専門医認定研修教育病院

■日本脳神経外科学会専門医認定制度指定訓練施設

■日本脳神経血管内治療学会専門医制度研修施設

■日本神経学会専門医制度認定准教育関連施設

■三学会構成心臓血管外科専門医認定機構基幹施設

■関連10学会構成胸部・腹部ステントグラフト実施施設

■関連学会協議会経カテーテル的大動脈弁置換術実施施設

■関連学会協議会植込型補助人工心臓管理認定施設

■浅大腿動脈ステントグラフト実施施設

■日本がん治療認定医機構認定研修施設

■日本乳癌学会認定医・専門医制度関連施設

■日本外科学会外科専門医制度修練施設

■日本消化器外科学会専門医制度指定修練施設

■日本大腸肛門病学会認定施設

■日本臨床栄養代謝学会認定NST稼動施設

■日本臨床栄養代謝学会実地修練認定教育施設

■日本栄養療法推進協議会認定NST稼動施設

■日本循環器学会認定循環器専門医研修施設

■日本不整脈学会・日本心電学会認定不整脈専門医研修施設

■日本心血管インターベンション治療学会認定研修施設

■日本産婦人科学会専門攻医指導施設

■母体保護法指定医師研修医療機関

■日本生殖医療学会認定研修施設

■日本整形外科学会専門医制度研修施設

■日本手外科学会専門医制度研修施設

■日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設

■日本耳鼻咽喉科学会専門医研修施設

■日本腎臓学会研修施設

■日本透析医学会専門医制度認定施設

■日本麻酔科学会認定研修施設

■日本病理学会研修認定施設

■日本臨床細胞学会認定施設

■日本医学放射線学会放射線科専門医修練機関

■日本臓器移植ネットワーク（臓器移植施設・HLA検査施設）

■日本人間ドック学会・日本総合健診医学会認定人間ドック

健診専門医研修施設

学会専門医修練施設としての認定

私たちは、患者さんが1日も早く家庭と社会に復帰できるよう、真心で手伝いましょう。

私たちは、常に優しく親切に致しましょう。

私たちは、勉強し自己の向上と病院の発展に役立ちましょう。

私たちは、明るくたくましく健康に注意し、お互いに信頼されるよう努めましょう。
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3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月
救急内科
救急内科

救急産婦内科 外科 精神
救急精神内科 産婦 外科
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次
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次

・必修診療科以外は全て自由選択であり、研修医の独自性を実現できる。
・各年次最大8名で、各診療科にバランス良く配置する（指導が手厚くできる）。
・地域医療を含めた研修がグループ病院内で完結できる。
・2年次の選択科で協力病院である長岡赤十字病院、長岡中央綜合病院、魚沼基幹病院での研修も可能である。

1学年8名でスケジュールについては柔軟に対応し決定する。

内　　科 ：（消化器内科、呼吸器内科、腎臓内科、神経内科）
救　　急 ：（循環器内科、麻酔科）
外　　科 ：（一般外科、整形外科、心臓血管外科、脳神経外科、泌尿器科、耳鼻咽喉科）
※外科研修は一般外科と整形外科を必修としますが、他の外科系診療科を組み合わせることも可能です。
小児科、産婦人科
精 神 科 ：（柏崎厚生病院）、地域医療：（悠遊健康村病院）
一般外来 ：（院内の総合内科、小児科、地域医療等による並行研修、ダブルカウント）
自由選択 ：（上記すべての診療科、放射線科、眼科、形成外科、病理診断科）

自由選択地域医療小児
地域医療小児

地域医療小児

地域医療小児
地域医療小児

地域医療小児
地域医療小児

自由選択自由選択
自由選択自由選択
地域医療小児 自由選択自由選択

自由選択
自由選択

自由選択
自由選択

自由選択
自由選択

自由選択
自由選択

医療の進歩とともに各診療科の専門化が進み、医師の目標も多様化しているが、いかなる医療も総合的・全人的基
盤に立脚していることが必須である。
日常診療で頻繁に遭遇する病気や病態に適切に対応できるよう、プライマリケアの基本的な診療能力（技能、知識、
態度）を身につけ、医療に対する総合的視野を養うことを目標とする。

※4週を1か月として表示しています。また実際に研修する科の順番は異なります。

 ローテーション例（定員8名フルマッチの場合の割り振り）
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自由度の高い自分だけの研修ができる

森　将輝
自分の研修したい科を積極的に研修でき、ローテーションを自由に決められる研修って魅力

的ではありませんか。そんな研修ができる当院の研修の魅力を二つほど紹介します。

一つ目は冒頭でも記載した研修の自由度の高さです。

当院の研修では1年目の4月から自由にローテーションを組むことができます。そのため自分

が志望している科を早いうちに回ることもできますし、外科中心や内科中心など希望に添っ

たローテーションが組めます。また、たすき掛けという制度があり当院だけでなく長岡赤十字

病院や長岡中央綜合病院での短期の研修も可能です。非常に魅力的だと思いませんか。

二つ目は研修医に対してのサポートが手厚いところです。

当院では研修医一人に一台のPCが支給され、さまざまな電子作業が医局でできます。症例発表用のスライドや原稿を作る

ことも出来ますし、電子カルテを使うことも出来ます。また、研修医に対してランチョンセミナーや臨床研修委員会などがあり、

定期的に各科の上級医による講義や研修に対する悩みや相談を訴えられる機会が設けられています。これらは他の病院

では珍しく当院の魅力の一つだと思います。

当院の魅力はまだまだありますが、これらが私の特にお伝えしたい当院の研修の魅力です。こんな魅力あふれる研修をして

みたくありませんか。少しでも魅力を感じていただけましたら是非一度当院へ足を運んでみてください。

柔軟なプログラムと当院での研修の魅力

青木大典
「様々な地域から研修医が集まり、熱心な指導医のもとでお互いに切磋琢磨しながら充実

した２年間を過ごせる」、そんな魅力的な研修病院をご紹介したいと思います。

当院の大きな魅力のひとつは、研修ローテーションの柔軟性です。自分の進路や興味に応

じてスケジュールを調整できるため、より主体的に将来を見据えた臨床経験を積むことがで

きます。私は志望科である整形外科を２年間のうち４ヶ月間も回らせていただき、様々な手

術を経験することができました。

指導医の先生方も非常に教育熱心で寄り添った指導をしてくださいます。気軽に質問でき

る雰囲気があり、安心してチャレンジできる環境が整っています。病棟などで各種手技を自

ら行う機会も多く、実際の臨床現場で責任を持って学ぶことができるのは、当院ならではの大きな強みだと思います。

また、当院は長岡市当番病院として3日に一度救急当番を担当しており、研修医も３日に一度交代で当直業務を行いま

す。そのため、適度な間隔で救急対応に関わることで多彩な症例に触れながらも、しっかりと振り返る時間を確保し、メリハリ

のある研修生活を送ることができます。

研修は決して楽なものではありませんが、自由度の高いローテーション、温かい指導医の先生方、そして豊富な実践経験が

揃っている当院での研修生活は、医師としての成長を確実に後押ししてくれると実感しています。ぜひ一度、見学に足を運

んでみてください！

国境を越えた研修医の志

呉　恆諭
私はマカオ出身で、現地で研修を終えた後、日本で働くことを目指し、国家試験を改めて受

験し初期研修を開始しました。

日本での研修生活は本当に充実しており、様々な科で多くの知識を学び、それぞれの診療

科の雰囲気の違いを肌で感じることができました。

どの診療科の研修も、日々新たな学びと発見に満ちています。

基本的な一日の流れは、朝のカンファレンスで新入院患者の報告や難症例の検討を行い、

その後に回診をして治療方針を確認・調整します。

最後は外来の見学や各科で行われる専門的な業務に参加します。

例えば、循環器内科では冠動脈造影やカテーテルアブレーション、呼吸器内科では気管支鏡検査や胸腔穿刺、整形外科

では骨折手術、産婦人科では妊婦健診や分娩、緊急帝王切開などに携わりました。

特に印象に残っているのは、上級医の指導のもとで冠動脈造影、胸腔穿刺を自身で施工したこと、大腿骨転子部骨折や

帝王切開術を執刀した経験です。

また、医師として必須の手技である中心静脈カテーテル留置、気管挿管、動静脈ラインの確保なども数多く経験することが

できました。

どの場面でも上級医の先生方が丁寧に指導してくださり、あんしんして手技に望むことができました。そのおかげで一つ一つ

の手技に対する理解がより深まりました。

マカオでの研修と比べ、日本の研修制度には大きな違いがあります。マカオでは研修医として経験ができる範囲が限られて

おり、手技を行う機会も少ないため、学べることに制約がありました。

一方、日本では研修医として学ぶ意欲を存分に発揮できる環境が整っており、さまざまな手技や診療経験を積むことができ

ます。この貴重な環境で多くの手技を実践し学べることに、心より感謝しています。

今後もこの貴重な環境で多くのことを吸収し、医師としてさらに成長できるよう努力を続けていきたいと思います。

所属する部門の上級医の日当直に月2回以上は付き添い、一緒

に経験しレポートを書きます。first touchはありません。

月2回～4回、日当直に組み込まれfirst touchします。単独当直

はなく、週2回の救急指定日には2～4名の上級医とともに当直を

行います。

全科オンコールによるバックアップ体制をとっています。
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柏崎厚生病院は新潟県柏崎市に精神科医療と高齢者医療を中心とした、精神科２４０床、内科
６０床を有する病院です。併設に介護老人保健施設「米山爽風苑」・グループホーム「米山五楽
庵」・「茨内地域生活支援センター」、精神障害者社会復帰の為の施設として指定障害福祉
サービス事業所「米山自在館」・共同生活援助「よねやまホーム・よねやま・米山荘」があり、在宅
支援・社会復帰への取り組みを行っております。
また、専門医研修では精神科基幹型病院として研修医を受入れ、初期研修では、立川綜合病院
の協力型臨床研修病院だけでなく、東京医科大学の地域医療研修施設でもあり、東京医科大学病院・八王子医療センター・茨城医療セ
ンターからの研修医受け入れも行っています。研修医は指導医のもとで病棟・外来で診療を行い、多彩な症例を診ることができ、訪問看護
ステーションスタッフに同行し各家庭を回り、精神障害者・高齢者の在宅医療について学ぶこともできます。またクルズスや院内勉強会、
地域での研究会への参加によって、充実した研修を行っております。

施設概要
●名称／柏崎厚生病院
●所在地／〒945-1392 新潟県柏崎市大字茨目字二ツ池2071-1
●電話／0257-22-0111（代表）
●院長／松田ひろし
●病床数／300床（精神科病床 240床、内科病床60床）

●関連施設／介護老人保健施設 米山爽風苑（入所定員１５0名、通所定員４０名）
　　　　　　認知症高齢者グループホーム 米山五楽庵（Ａ棟９名、Ｂ棟９名）
　　　　　　茨内地域生活支援センター
　　　　　　柏崎市東地域包括支援センター
　　　　　　社会福祉法人 晴真会
　　　　　　「米山自在館・よねやまホーム・よねやま・米山荘」

研修期間中、長岡市消防本部救急隊に参加。救急車に乗車し、救急救命を体験します。
〔救命救急実習〕

〔悠遊健康村病院〕
悠遊健康村病院は新潟県長岡市にあり、リハビリテーションと高齢者医療を中心とし
た300床を有する病院です。併設施設には介護老人保健施設「悠遊苑」・グループ
ホーム「晴遊庵」ならびにたちかわ訪問看護ステーション・訪問リハビリテーションがあり、
疾患・治療のみならず、介護や看護そして在宅支援等の多岐にわたる全人的かつ包
括的医療に重点を置いて展開しております。
初期研修は、立川綜合病院の協力型臨床研修施設として毎年研修医を受け入れて
います。また東京医科大学の研修医受け入れも行っています。専門医研修では、新潟
大学リハビリテーション科専門研修プログラムの連携施設として専攻医の受け入れを
行っております。研修医は指導医のもとで病棟・外来で診療を行い、多彩な症例をみる
ことができます。そして訪問看護・訪問リハビリに同行して各家庭を回ることで、身体に
障がいを持つ方や高齢者の在宅医療についても学ぶことができます。

施設概要
●名称／悠遊健康村病院
●所在地／〒940-2138 新潟県長岡市大字日越337
●電話／0258-47-8500（代表）
●院長／立川　浩
●病床数／300床（一般151床、療養型病床149床）
　　　　　※うち回復期リハ病棟100床
●併設／介護老人保健施設 悠遊苑（入所150床、通所40名）
　　　　グループホーム 晴遊庵（1棟9名）

 先輩研修医の進路について（100名）
■新潟大学
　循環器内科 8名
　腎臓内科 3名
　消化器内科 4名
　呼吸器内科 1名
　神経内科 2名
　形成外科 1名
　耳鼻咽喉科 3名
　精神科 1名
　整形外科 15名
　麻酔科 2名
　産婦人科 6名
　小児科 5名
　心臓血管外科 4名
　泌尿器科 6名
　一般外科 1名
　皮膚科 1名
　腫瘍内科 1名

■東北大学 循環器内科 １名
■福島県立医科大学 心身医療科 1名
■慶應義塾大学 整形外科 1名
■慶應義塾大学 眼科 1名
■聖マリアンナ大学 形成外科 1名
■東京医科大学 耳鼻咽喉科 1名
■東京医科大学 老年病科 1名
■東京医科大学 眼科 1名
■東京医科歯科大学 整形外科 1名
■東京女子医科大学 循環器科 1名
■東京女子医科大学 麻酔科 2名
■東京女子医科大学 糖尿病・代謝内科 1名
■埼玉医科大学 形成外科 1名
■東海大学 産婦人科 1名
■横浜市立大学 麻酔科 1名
■信州大学 神経内科 1名
■日本医科大学 麻酔科 1名
■三重大学 総合診療科 1名
■産業医科大学 呼吸器外科 1名
■成仁病院 精神科 2名
■姫路循環器センター 心臓血管外科 1名

■北海道家庭医療学センター 内科 1名
■武蔵野赤十字病院 循環器内科 1名
■成田赤十字病院 内科 1名
■長岡赤十字病院 胸部外科 1名
■浜の町病院 放射線科 1名
■県立中央病院 神経内科 1名
■函館五稜郭病院 外科 1名
■柏崎厚生病院 精神科 1名
■立川綜合病院 循環器内科 1名
■群馬県高崎市日高病院 腎臓内科 1名
■長岡赤十字病院 小児科 1名
■長岡中央綜合病院 整形外科 1名
■新潟県立中央 整形外科 1名

概要
総外来患者数
入院実数
救急外来患者数
救急外来搬送件数
ドクターヘリ搬送件数
手術総数
　麻酔科管理症例数
循環器・脳血管センター
循環器内科　総カテーテル件数
経皮的冠動脈インターベンション（PCI）
末梢動脈血管インターベンション（EVT）
カテーテルアブレーション（ABL）
クライオアブレーション
ペースメーカー新規植え込み
除細動器新規植え込み
経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）

心臓血管外科　手術総数
心臓手術＋胸部大動脈手術総数
冠動脈バイパス術総数（重複あり）
弁置換・弁形成術総数（重複あり）
胸部大動脈手術総数（重複あり）
メイズ手術（肺静脈隔離含む。重複あり）
腹部大動脈瘤（＋腸骨動脈瘤）手術

脳神経外科　総手術数
脳神経外科手術
脳血管内手術
脳動脈瘤塞栓術
ステント留置術
生殖医療センター・産婦人科
生殖医療センター  人工授精
　体外受精・顕微授精
　凍結胚移植
産婦人科  総分娩数

215,963 名
117,383 名
9,619 名
4,287 名
123 名
3,502 件
2,264 件

 
1,531 件
361 件
45 件
407 件
129 件
62 件
13 件
68 件
503 件
313 件
57 件
185 件
96 件
17 件
65 件
225 件
68 件
157 件
78 件
36 件

 
267 件
321 件
313 件
745 件

消化器センター
外科　総手術数
食道がん
胃がん
大腸がん
肝臓がん
胆道疾患
膵臓がん
乳がん
ヘルニア（鼠径、腹壁瘢痕、大腿、臍 他）
腹腔鏡下手術（胃）
腹腔鏡下手術（大腸）

呼吸器センター
原発性肺悪性腫瘍手術
転移性肺腫瘍手術
気胸
泌尿器科
経尿道的膀胱腫瘍切除術 /止血術
経尿道的尿路結石破砕術
体外衝撃波結石破砕術（ESWL）
放射線科
ＣＴ
ＭＲＩ
ＲＩ
リニアック
腎センター
外来透析
化学療法
外来化学療法

605 件
1 件
11 件
70 件
2 件
89 件
3 件
23 件
340 件
2 件
54 件

 
63 件
12 件
57 件

  
64 件
63 件
22 件

 
16,027 件
5,740 件
779 件
1,365 件

 
25,226 件

 
1,409 件

 主な診療実績（令和6年度）
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旭岡1丁目24番地

旭岡1丁目24番地　立川綜合病院内

旭岡1丁目24番地　立川綜合病院内

■募集人員／1学年8名
■応募資格／既に医師国家試験に合格した者、および医師国家試験受験予定者
■選考方法／面接＋申込書（履歴書）
■試 験 日／2026年8月7日（金曜日） 13：30～

2026年8月28日（金曜日） 13：30～
■応募締切／試験日の前日まで

申込方法
申込書（履歴書）をホームページからダウンロードできます。
https://www.tatikawa.or.jp/
※申込書（履歴書）を印刷し、所定事項を記入した後、
　左記宛先（臨床研修担当）まで郵送して下さい。
※添付資料：自筆で記入のこと。
　卒業見込み証明書を同封して下さい。

■身分／常勤職員（正職員）
■給与／1年次  月額425,000円（諸手当込み）
　　　　2年次  月額445,000円（諸手当込み）
■学会費／年額100,000円まで補助
　　　　　※論文投稿（1論文）国内10,000円・
　　　　　　国外30,000円を補助
■当直手当／有
■時間外手当／有
■当直回数／月2回～4回
■当直時の勤務体制／研修医1名と上級医2～4名
■勤務体制／平日 8:30～17:00

■休日／土曜日、日曜日、祝日、
　　　　年末年始12/31～1/3、夏季休暇5日間
■有給休暇／1年次 14日　2年次 15日
■宿舎／病院近くのアパート、又は市街地の借り上げマンション
　　　　家族の人数を考慮
　　　　月額57,000円まで補助　駐車場完備
■その他／各種社会保険完備
　　　　　医師賠償責任保険施設加入
　　　　　もみじの手保育園（24時間院内保育）

●研修プログラム概要説明

●見学を希望の診療科を中心に院内を
 　ご覧いただきます

●グループ病院見学ツアー
　悠遊健康村病院 （一般＋療養型＋リハビリテーション）
　柏崎厚生病院見学ツアー （精神科＋内科）
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